
尚
中
は
文
政
十
年
四
月
八
日
（
一
八
二
七
）
下
総
小
見
川
で
藩
医
山
口
甫
催
の
次
男
と
し
て
生
れ
た
。
今
考
え
る
と
シ
ー
ポ
ル
ト
が
日
本
に

数
年
間
（
一
八
二
四
’
二
九
）
滞
在
し
て
大
活
躍
を
し
て
い
た
時
に
生
れ
、
シ
ー
ポ
ル
ト
の
娘
、
楠
本
イ
ネ
が
長
崎
で
生
れ
た
の
も
文
政
十
年
で

あ
り
、
後
に
イ
ネ
は
産
科
医
と
し
て
明
治
の
宮
中
に
仕
え
て
い
た
の
で
侍
医
の
尚
中
と
相
識
る
機
会
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

尚
中
は
順
天
堂
初
代
の
佐
藤
泰
然
の
も
と
で
学
び
稀
代
の
秀
才
で
あ
り
、
大
変
な
勉
強
家
で
あ
っ
た
の
で
泰
然
の
養
子
と
な
り
そ
の
後
継
者

と
な
っ
て
佐
倉
の
順
天
堂
の
名
を
広
く
天
下
に
と
ど
ろ
か
せ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
明
治
維
新
の
戦
と
な
っ
て
有
力
な
譜
代
大
名
堀
田
氏
の
立

場
は
難
し
く
な
り
、
当
時
佐
藤
舜
海
と
称
し
た
尚
中
は
佐
倉
藩
の
重
臣
で
あ
り
、
会
津
側
と
薩
摩
側
の
両
方
か
ら
頼
ま
れ
て
大
い
に
困
っ
た
。

尚
中
も
官
軍
の
催
促
で
止
む
な
く
途
中
ま
で
で
か
け
た
よ
う
だ
が
、
途
中
で
佐
倉
に
戻
り
、
養
子
の
佐
藤
進
と
高
弟
の
倉
次
元
意
と
が
白
河

へ
ゆ
き
菊
の
紋
章
の
つ
い
た
奥
羽
追
討
陸
軍
病
院
旗
を
か
か
げ
て
官
軍
の
た
め
尽
力
し
た
が
、
結
局
会
津
が
陥
落
し
、
進
は
明
治
元
年
の
末
に

佐
倉
に
戻
り
、
間
も
な
く
ド
イ
ツ
留
学
を
決
し
て
、
翌
二
年
二
月
に
横
浜
に
行
き
、
六
月
二
十
一
日
ア
メ
リ
カ
の
船
で
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に

向
い
、
パ
ナ
マ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
経
て
ド
イ
ツ
に
着
い
た
。
ほ
ぼ
同
時
の
明
治
二
年
の
八
月
に
新
政
府
か
ら
尚
中
に
上
京
せ
よ
と
の
命
令
が

き
た
。
そ
の
文
面
は
「
佐
倉
藩
佐
藤
舜
海
、
右
今
般
召
二
相
成
候
処
、
不
快
一
一
付
当
分
御
猶
予
願
出
候
得
共
、
於
開
拓
御
用
有
之
一
一
付
不
快
中
二

候
共
、
押
而
出
府
候
様
更
二
御
沙
汰
一
一
相
成
度
候
事
八
月
」
と
あ
る
。
こ
の
文
章
を
見
る
と
、
そ
の
前
に
上
京
命
令
が
尚
中
に
き
た
が
、
彼

佐
藤
尚
中
と
大
学
東
校

小

川

鼎
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は
病
気
を
理
由
に
断
わ
っ
た
。
お
そ
ら
く
病
気
は
事
実
で
あ
る
（
肺
結
核
か
）
。
病
気
で
も
出
て
こ
い
と
い
う
厳
命
で
、
開
拓
に
御
用
が
あ
る
と

い
う
の
は
北
海
道
行
き
を
暗
示
す
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に
尚
中
は
当
時
ス
ト
ロ
マ
イ
エ
ル
外
科
書
の
翻
訳
に
全
力
を
尽
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
そ
の
訳
書
『
外
科
医
法
外
編
』
巻
一
よ
り
巻
三
、
巻
七
よ
り
巻
九
ま
で
尚
中
の
自
筆
原
稿
と
思
わ
れ
る
も
の
が
今
も
順
天
堂
大
学
に
残
っ

て
い
る
。
外
編
巻
七
の
終
り
に
「
己
巳
（
明
治
二
年
）
十
月
廿
九
日
夜
業
を
遂
ぐ
」
と
あ
り
、
巻
八
の
初
め
に
同
じ
日
の
「
十
月
廿
九
日
夜
起
」
、

そ
の
終
り
が
十
一
月
六
日
、
巻
九
の
初
め
は
同
じ
「
己
巳
十
一
月
六
日
記
」
、
そ
の
終
り
に
「
己
巳
十
一
月
八
日
業
を
遂
ぐ
」
と
あ
る
。
即
ち

尚
中
は
新
政
府
に
呼
ば
れ
て
東
京
に
出
る
に
際
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
仕
事
を
ま
と
め
よ
う
と
夜
を
日
に
継
い
で
努
力
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て

「
外
科
医
法
外
編
』
は
巻
一
か
ら
巻
六
ま
で
が
明
治
五
年
英
蘭
堂
か
ら
出
版
さ
れ
た
。

そ
の
こ
ろ
明
治
の
初
め
日
本
の
医
学
制
度
は
著
し
い
変
化
を
し
て
い
た
。

明
治
と
改
元
し
て
九
月
に
下
谷
和
泉
橋
通
の
津
藩
邸
即
ち
藤
堂
屋
敷
が
「
大
病
院
」
と
な
り
、
医
学
所
が
そ
の
付
属
と
な
っ
た
が
、
翌
二
年

二
月
に
医
学
校
兼
病
院
と
改
称
さ
れ
た
。
二
年
六
月
に
明
治
政
府
は
昌
平
坂
学
問
所
（
今
の
湯
島
聖
堂
と
そ
の
附
近
）
を
大
学
校
と
称
し
、
旧
開

成
所
（
一
シ
橋
）
を
開
成
学
校
と
呼
び
、
医
学
校
兼
病
院
と
共
に
大
学
校
の
付
属
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
同
年
十
二
月
十
七
日
に
右
の
三

校
を
そ
れ
ぞ
れ
大
学
、
大
学
南
校
、
大
学
東
校
と
改
称
し
た
。
そ
の
少
し
前
の
十
二
月
五
日
、
尚
中
（
舜
海
）
は
大
学
大
博
士
の
辞
令
を
受
け

て
い
る
。
当
時
の
博
士
は
学
位
で
な
く
、
大
中
少
の
三
段
階
を
も
つ
官
職
名
で
あ
り
、
大
博
士
は
大
学
の
教
官
と
し
て
妓
高
の
地
位
で
あ
る
。

明
治
二
年
の
初
め
に
医
学
取
調
御
用
掛
と
な
っ
た
佐
賀
藩
の
相
良
知
安
と
福
井
藩
の
岩
佐
純
は
共
に
佐
倉
の
順
天
堂
で
尚
中
に
学
ん
だ
者
で

あ
る
。
明
治
三
年
五
月
に
は
相
良
知
安
ら
の
建
議
に
よ
り
大
学
東
校
を
上
野
寛
永
寺
の
焼
け
あ
と
に
新
設
が
一
応
き
ま
っ
た
が
、
同
年
七
月
オ

ラ
ン
ダ
人
の
医
学
教
師
ポ
ー
ド
ィ
ン
が
そ
の
地
を
視
て
将
来
こ
の
地
は
公
園
と
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
、
本
郷
の
加
賀
屋
敷
跡
が
そ
の
替
え
地

と
な
っ
た
。
尚
中
は
三
年
閏
十
月
よ
り
大
典
医
を
兼
任
し
た
。
明
治
四
年
五
月
九
日
、
尚
中
は
大
学
大
丞
兼
大
学
大
博
士
大
典
医
と
な
っ
た
。

ま
た
そ
の
こ
ろ
大
学
東
校
が
建
議
し
て
、
典
医
と
軍
医
を
別
系
統
と
せ
ず
医
政
の
一
元
化
を
図
っ
た
が
、
そ
の
主
張
は
通
ら
ず
、
陸
海
軍
医
は

そ
れ
ぞ
れ
別
派
と
な
る
。
明
治
四
年
七
月
十
八
日
、
大
学
が
廃
さ
れ
文
部
省
が
新
設
さ
れ
た
。
大
学
東
校
は
単
に
東
校
と
改
称
さ
れ
文
部
省
の
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所
管
と
な
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
尚
中
の
正
し
い
読
み
方
に
つ
い
て
南
校
よ
り
東
校
に
問
い
合
せ
が
あ
り
、
東
校
は
尚
中
に
朱
筆
で
タ
カ
ナ
カ
と
振

り
仮
名
を
つ
け
回
答
し
た
正
式
の
書
類
が
残
っ
て
い
る
。

明
治
四
年
八
月
下
旬
、
ド
イ
ツ
人
の
軍
医
ミ
ュ
ル
レ
ル
と
ホ
フ
マ
ン
の
二
名
が
東
京
に
着
任
し
て
、
東
校
の
大
改
革
を
始
め
た
。

明
治
五
年
一
月
に
尚
中
は
文
部
少
博
士
、
少
典
医
と
な
っ
た
。
ま
た
博
士
と
い
う
官
職
名
は
明
治
五
年
九
月
に
廃
止
さ
れ
、
明
治
二
十
年
に

学
位
と
し
て
復
活
す
る
。
ま
た
明
治
五
年
一
月
二
十
八
日
付
で
東
校
か
ら
文
部
省
宛
に
病
院
改
称
伺
と
い
う
書
類
が
提
出
さ
れ
、
こ
れ
は
承
認

さ
れ
た
。
病
院
で
は
病
人
を
治
す
と
い
う
意
味
が
な
い
か
ら
、
今
後
は
医
院
と
称
し
た
い
と
尚
中
が
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
主
張
は
通
っ

た
の
で
、
第
二
次
大
戦
後
ま
で
多
く
の
大
学
病
院
は
大
学
付
属
医
院
と
称
し
た
。
順
天
堂
は
尚
中
の
遺
訓
を
守
り
、
今
で
も
医
院
を
正
式
の
名

称
に
し
て
い
る
。
戦
後
の
厚
生
省
の
規
則
で
は
、
病
床
数
が
二
○
以
上
の
も
の
は
病
院
と
呼
ぶ
と
あ
る
の
で
、
私
ど
も
は
法
的
に
は
「
順
天
堂

明
治
五
年
八
月
三
日
に
文
部
省
は
学
区
制
を
設
け
て
、
東
校
は
第
一
大
学
区
医
学
校
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
尚
中
は
、
医
学
校
の
職
務
を

全
く
辞
し
た
。
更
に
明
治
七
年
五
月
七
日
に
学
制
改
革
が
あ
り
、
第
一
大
学
区
医
学
校
は
東
京
医
学
校
と
改
称
さ
れ
た
。
尚
中
の
退
職
に
つ
い

て
は
、
宮
中
で
玉
体
拝
診
の
と
き
の
医
者
の
歩
き
方
な
ど
に
つ
い
て
、
改
善
を
申
し
入
れ
て
容
れ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
よ
く
挙
げ
ら
れ
て
い

足
り
な
く
て
困
っ
て
い
る
。
日
本
韮
盟

の
建
言
を
入
れ
て
ミ
ュ
ル
レ
ル
と
ホ
ー

と
よ
ば
れ
る
洋
方
医
の
速
成
を
、
日
圭

目
を
演
じ
た
こ
と
は
周
知
で
あ
ろ
う
。

明
治
五
年
十
月
発
行
の
「
新
聞
雑
誌
」
と
い
う
雑
誌
の
第
六
二
号
に
「
変
則
生
徒
教
授
廃
止
に
つ
い
て
文
部
少
博
士
佐
藤
尚
中
の
建
言
書
」

が
載
っ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
人
教
師
の
言
う
ご
と
く
永
い
年
月
を
か
け
て
高
級
な
医
者
を
作
る
の
も
大
切
だ
が
、
今
の
日
本
は
良
い
実
地
医
者
が

足
り
な
く
て
困
っ
て
い
る
。
日
本
語
を
も
っ
て
教
え
て
比
較
的
短
い
年
月
で
優
秀
な
医
者
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
だ
と
主
張
し
た
。
政
府
は
こ

の
建
言
を
入
れ
て
ミ
ュ
ル
レ
ル
と
ホ
フ
マ
ン
の
契
約
期
限
が
切
れ
る
と
、
す
ぐ
に
両
人
が
ま
だ
日
本
に
い
る
と
き
に
、
通
学
生
、
後
に
別
課
生

と
よ
ば
れ
る
洋
方
医
の
速
成
を
、
日
本
人
教
師
に
よ
り
行
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
別
課
卒
業
生
が
、
明
治
、
大
正
の
医
学
界
に
大
き
い
役

医
院
」
と
称
す
る
病
院
の
中
に
あ
る
。

る
0
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明
治
三
年
正
月
に
横
浜
に
住
む
養
父
佐
藤
泰
然
が
心
境
を
在
ベ
ル
リ
ン
の
佐
藤
進
と
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
佐
藤
百
太
郎
に
書
き
送
っ
た

手
紙
の
内
容
の
一
部
を
紹
介
す
る
。
ま
ず
、
進
へ
の
文
の
一
部
に
「
舜
海
（
尚
中
の
こ
と
）
も
度
々
之
召
に
付
不
レ
得
二
止
事
一
出
府
に
相
成
候
、

乍
レ
去
日
本
に
て
は
第
一
之
医
に
定
り
候
と
申
者
に
て
御
手
当
月
全
一
言
両
余
之
被
咳
下
候
に
付
、
日
本
に
而
て
は
大
規
模
と
申
者
に
て
難
し
有

事
に
御
座
候
」
と
あ
る
。
百
太
郎
へ
の
手
紙
に
は
「
佐
倉
（
尚
中
）
に
而
も
再
三
之
召
に
て
十
二
月
出
府
い
た
し
、
大
学
大
博
士
に
被
二
仰
付
》

高
現
米
三
百
四
拾
石
（
徳
川
様
之
千
石
計
り
）
被
レ
下
置
候
、
難
し
有
事
に
御
座
候
。
何
れ
三
、
四
年
は
不
二
相
勤
一
候
而
は
相
成
ま
じ
く
候
」
と
あ

る
。
尚
中
が
新
政
府
の
命
令
で
東
京
に
で
て
日
本
第
一
の
医
者
の
席
に
つ
い
た
。
い
ず
れ
三
、
四
年
は
仕
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
と
将

来
ま
で
よ
く
見
透
し
て
い
る
。
尚
中
と
大
学
東
校
と
の
関
係
は
、
養
父
の
泰
然
が
こ
の
手
紙
で
予
言
し
た
如
く
に
な
っ
た
。

尚
中
は
明
治
八
年
、
湯
島
に
順
天
堂
医
院
を
創
立
し
、
そ
の
直
後
大
病
を
し
、
熱
海
に
た
び
た
び
保
養
の
た
め
で
か
け
た
が
、
下
谷
の
根
岸

に
別
荘
を
求
め
て
、
そ
こ
か
ら
湯
島
の
順
天
堂
に
、
三
と
八
の
日
は
休
み
、
他
の
日
は
人
力
車
で
通
勤
し
た
。
そ
の
こ
ろ
尚
中
は
、
ニ
ー
マ
イ

ェ
ル
閣
胃
ぐ
。
固
昌
の
日
里
①
胃
の
内
科
書
を
翻
訳
し
て
い
た
。

こ
の
内
科
言
翻
訳
は
『
済
衆
録
』
と
い
う
題
名
で
出
版
さ
れ
た
。
巻
一
か
ら
巻
六
ま
で
と
巻
八
、
巻
十
、
巻
十
二
、
巻
十
四
ま
で
の
十
冊

が
、
い
ま
順
天
堂
に
残
っ
て
い
る
。
そ
の
十
四
冊
ま
で
英
蘭
堂
で
出
版
さ
れ
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。
巻
十
四
の
奥
附
に
明
治
十
四
年
三
月

十
七
日
版
権
免
許
と
あ
り
、
十
五
年
十
月
の
出
版
は
没
後
に
出
た
も
の
で
あ
る
。

尚
中
自
筆
の
済
衆
録
の
巻
三
、
四
、
五
（
以
上
呼
吸
器
）
、
巻
十
、
十
一
、
十
二
（
以
上
消
化
器
）
の
原
稿
六
冊
が
い
ま
も
本
学
に
残
っ
て
い

る
C

（24） 262


